










リハ ビリテー シ ョン看護 の流れ と今 後 の方 向性































とな り開発 され、体系化 された近代的な リハビリテー
シ ョン医学 の理念や リハ ビリテー シ ョン看 護もそ の例外
ではなか った。1952(昭 和27)年 の雑誌 「看護」4巻4
号 に は、・米 国 の雑 誌 「AmericanJournalof
Nursing」49巻6号,1949に 掲載 され たAliceB.Morrisy'
の`RehabilitationcareforPatients'を、牛場みわが
翻訳 し、PCareofthePatient肢體不 自由者 の看 護』と
いうタイ トルで紹介 して いる。著者 のMorrisyは 、当時
前述 の リハ ビリテーシ ョンの父 といわれたニュー ヨー ク
市 ベル ビュー病院 リハ ビリテー シ ョン科 長 ラスク博士 の
下 で看護 主任 をしていた。 この論文 の翻訳 にあた って牛
場 は、rehabilitationcenterを 「肢体不 自由者療護兼物
療科 」、・rehabilitationnursi㎎ を 「療護看護」 と訳 し、
邦題 には原題 にあった`rehabilitaion'を 入れず`Care
ofthePatient'と 改題 した.こ れ は、 リハ ビリテ ーショ
ンという用語が、 当時 の医療界や看 護界 でもな じみが薄
く一般的でなか った こ とを示 してい る。米 国の リハ ビリ
テー ション看護 の紹介 の前 にも、 リハ ビリテー シ ョンの
理念 に基 づいた 日本人の記 事がある。1950(昭 和25)年
に、国立東京第一病 院(現 国立国際 医療セ ンター)の 整形
外科 の堤 直温医師 によるr脊 髄性小児麻痺の話』が、「看
護」2巻7号 に掲載 され、この論文 に続 き、同病 院附属看
護学 院の渡邊 なつ子 が 『脊髄小児麻痺 の看護 法』を著 し
た。更に堤 医師は、同年9号 の 「看 護」の 『肢体不 自由児
の療育』の論文 中で、身体面だ けでな く精神面の援助 につ
いて ナー スの役割 の重要性 を述べて いる。1955(昭 和30)
年 の 日本看 護協会第5回 総会では、「リハ ビリテー ション」
のテーマでの シンポジ ウムが初 めて開かれ、その詳細が
1956(昭 和31)年 の 「看護」7巻6号 に掲載 され た。 こ
れが 、日本の看 護界で、リハ ビ リテ ーシ ョン という言葉が
用 い られ た最 初で ある と考 え られる。 また第5回 看 護学







































し、また疼痛から解放され,生 命の危険か ら脱 したときに
は始め られなければならない」と述べている。










経済や社会情勢の中で医療制度 の見 なお しが行 われ、








会が発足し,こ れらによって我が国の医学 リハ ビリテー
ションの基礎が出来たといえよう。1966(昭 和41)年 の






















































































医学中央雑誌(医 中誌CD-ROM1990年 ～1999年 度
版)と 最新看護索引(1990～1997年 度版、日本看護協会)
で 「リハビリテーション+看 護」と 「リハ ビリテーション
看護」をキーワー ドとして、いずれかに該当する文献を発
行年毎に整理 しテーマや内容により分類 ・検討した。「リ
ハ ビリテーション看護」のキーワー ドは1999年 か ら医学
中央雑誌に採用されている。重複の文献は医中誌に含め、






























































ごとに、リハ ビリテーション看護に関 して教授 している























①1980年 版の機能障害偏重(医 学モデル)か ら総合的・
学際的なもの(医 学 ・社会の統合モデル)べ と変化し
た。





















































上記のよ うな定義 の中か らリハ ビリテー ション看 護婦 の
役割 として5つ 挙 げている。すなわち①caregiver(直 接
的なケア提供者)②coordinater(コ ーデ ィネーター)③



















環 境 因子 
(Environmental)
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(PersonalFactors)
●図IIICFモ デ ル 文献5)
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表1リ ハビリテーション看護の変遷(1945年 以降) (奥宮作成) 文献2)
年 国内の出来事、制度など 学会 国外の出来事ほか リハビリテーション看護 




.,;保健婦助産婦看護婦法 イギ リス:国 営医療
サー ビスで リハビリ 
1949身体障害者福祉法 テーション開始 雑誌 「看護」1(4)に 「肢体不自
由者の看護」掲載 






1952 定規則:理 学療法15時 間等 
1953 国立身体障害者センター、
東京大学衛生看護学科設立
アメリカ:職 業 リハ 




1955 第5回 に本看護協 第5回 日本看護協会:教 育委員会




1957 昭和30年 代 
.
1958 ●リハビリテーション概念:看 護 
1959 では精神科のみ 
1960 精神薄弱者福祉法、 国際障害者リハビリ雑誌 「看護技術」にリハビリテー
.

身体障害者雇用促進法 テーション協会発足 ション特集掲載 
19si 
1962 昭和40年 代 
1963医療制度調査会 「医療制度 日本 リハ ビリテー ● リハピリテーションチームにお


























年	 国内の出来事、制度など 学会 国外の出来事ほか リハビリテーション看護 







1977 日本学術 会議 「リ アメリカ:看 護協会 にまでリハ ビリテーションが波

ハビリテーション 業務指針 「リハピ リー 及

に関する教育 ・研 テーシ ョン看護業務 ●急性期リハ ビリテーションの重
 










一 シ ョ ン ・イ ン タ

一ナショナル世界
























・:.	 アメリカ:看 護協会● リハビリテーション看護教育に

業務指針 「リハビ リ 関する問題提起

テー ション看護業務 ● ジェネラリス ト論vsス ペシャ
 










1990 アメリカ:American"通thハ ピリテー ションが組み込 まれ

DisabilityActG①A)法る 。 


























..; 一 シ ョンが 入 る 。
 
2000 国際 リハ ピリテー

ション看護研究会 パラリンピック(長野)

発足

一11一
